































































































ラーとストップフォード（Baden-Fuller & Stopford, 1992）はイノベーショ
ン実現には組織内における知識基盤の拡大や活用が必要であるとし，実験と学
習を奨励する企業家的組織の構築が有効であると主張する．また，野中と竹内























































































































































































































































































































































































































該 当 企 業（国） 時　期 事　業　内　容
Transchip（イスラエル） 2007. 1 非メモリー半導体設計
Amica（ポーランド） 2009.12 ヨーロッパの生活家電の生産拠点
Medison（韓国） 2011. 4 医療機器事業強化
Grandis（米国） 2011. 7 次世代半導体（STT-MRAM）研究開発
Nexus（米国） 2011.11 ヘルスケア事業の強化（心臓疾患ソリューション）
mSpot（米国） 2012. 5 モバイル・エンタテインメント・サービス強化
CSR（英国） 2012. 7 モバイル無線コネクティビティー技術強化
NVELO（米国） 2012.12 SSDソリューション強化
ASML（オランダ） 2012. 8 半導体装備研究開発
NeuroLogica（米国） 2013. 1 CT事業および医療機器
MOVL（米国） 2013. 4 Multi-Screenプラットフォーム開発
BOXEE（米国） 2013. 7 スマート・コンテンツ強化
SELBY（米国） 2014. 5 ビデオ関連アプリ・サービス開発
SmartThings（米国） 2014. 8 IoTプラットフォーム開発
Quietside（米国） 2014. 8 空調専門流通会社
PrinterOn（カナダ） 2014. 9 モバイル・クラウド・ソリュー ション専門
Proximal Data（米国） 2014. 1 サーバー用SSD-Cache SW
Simpress（ブラジル） 2015. 1 プリンティング・ソリューション事業
LoopPay（米国） 2015. 2 モバイル決済ソリューション
YESCO Electronics（米国） 2015. 3 LED商業用ディスプレー専門
Joyent（米国） 2016. 6 クラウド・サービス
AdGear（カナダ） 2016. 6 デジタル広告（スタートアップ）
BYD（中国） 2016. 7 電気自動車・スマートフォン用部品（新株の引き受け）
Dacor（米国） 2016. 8 ラグジュアリー家電
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